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平成 29 年度事業振り返りと平成 30 年度の事業のご協力の御願い 

理事長 川添廣志 

 

平成 29 年度は九博を愛する会が念願の『NPO 法人』としてスタートする記念の年でした。島谷九州

国立博物館館長が『市民と共生する博物館』を掲げられ、平成２９年度はその一翼を担う『7 つの取

り組み』を掲げ、活動を行なってまいりました。 

① 九州国立博物館の草の根広報活動。 ②九州国立博物館と九博ボランテイアと連携してふるさと

を愛する小さな九博ファンを育てる活動。 ③会と会員のコミュニケーションを深め、活動会員

を増やす活動。 ④会員拡大との事務局の更なる強化。 ⑤九博を通してアジアとの交流の事業・

勉強会を実施。 ⑥九博に関連した自主勉強会の実施。  ⑦九博を応援する団体のネットワー

ク作りの研究の活動です。 

会員のみなさんと各委員会の皆さんのご協力で１年間の活動を無事終えることができました。誠にあ

りがとうございました。具体的な活動の詳細は２ページをご参照ください。 

平成３０年度は九博を愛する会ができて１１年目です。会員の高齢化等の課題もでてきましたが、九

州国立博物館を愛する気持ちを大切にして、日本のどこにもない九博応援団体としての自負心を持ち、

楽しく活動を行なっていきたいと考えます。 

特に今年は３つのテーマを掲げさせていただいております。 

① 活動会員を増やしていきましょう！ 

② 法人会員及び個人会員さんを増やしていきましょう！ 

③ 草の根九博応援ネットワークを充実させ、仲間作りを広げていきましょう！ 

上記のテーマを中心に具体的な活動として５つの取り組む課題を掲げさせていただいております。詳

細については九博を愛する会のホームページをご覧ください。 

本年も『楽しく』・『心の充実』・『九博応援団体としての自負心』をキーワードに九博を愛する会の活

動を行なってまいります。会員の皆様の更なるご協力を御願いします。 
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平成 29 年度 活動内容 

日 付 活 動 内 容 時刻 場 所 備考 

4 月 2日 太宰府ロータリークラブ 40 周年記念影絵上演 13：00 九州国立博物館 19 名 

4 月 17日 アクト 39 号発行 10：00 九州国立博物館 500 部 

4 月 18日 特別観覧例会「タイ展」 16：15 九州国立博物館 178 名 

5 月 16日 十周年記念式典等実行委員会 16：00 ぶくら 8 名 

5 月 19日 ピッカ美化隊 冬の花ビオラ撤去作業 10：30 九州国立博物館 14 名 

5 月 31日 九州ご当地博物館探訪取材 11：00 秋月郷土資料館 5 名 

6 月 9日 十周年記念式典等実行委員会 16：00 ぶくら 9 名 

6 月 15日 影絵練習開始（古都の光準備） 13：00 太宰府大町公民館 13 名 

6 月 16日 ピッカ美化隊 花壇・プランター施肥作業 10：30 九州国立博物館 8 名 

6 月 18日 きゅーはく突撃取材「九博フィールド部会」 10：00 九州国立博物館 10 名 

6 月 24日 通常総会・十周年記念式典・講演会・懇親会 13：00 九州国立博物館 27 名 

6 月 25日 湯の谷子ども会とポーチュラカ植付け協働作業 10：30 九州国立博物館 37 名 

7 月 18日 アクト 40 号・総会資料・十周年記念誌発送 10：00 九州国立博物館 600 部 

7 月 26日 特別観覧例会「世界遺産・ラスコー展」 16：15 九州国立博物館 196 名 

8 月 18日 九博南階段花壇・広場プランター散水作業 10：30 九州国立博物館 11 名 

8 月 31日 古都の光オブジェ・灯明下地つくり 13：30 太宰府新町公民館 18 名 

9 月 19日 古都の光 大型オブジェ製作 12：30 九州歴史資料館空き倉庫 19 名 

9 月 25日 第 12回古都の光、影絵上演ほか 14：00 九州国立博物館 33 名 

10 月 3日 事業・交流・広報委員会合同バスハイク 9：00 八女市岩戸山交流館 26 名 

10 月 16日 アクト 41 号発行 10：00 九州国立博物館 600 部 

10 月 19日 特別観覧例会「新・桃山展」 16：15 九州国立博物館 167 名 

10 月 20日 夏の花ポーチュラカ撤去作業 10：30 九州国立博物館 8 名 

10 月 30日 九博南階段花壇・広場プランター施肥作業 10：30 九州国立博物館 9 名 

11 月 9 日 冬の花ビオラ植え付け作業 10：30 九州国立博物館 12 名 

11 月 14 日 きゅーはく突撃取材「九博広報課」 10：30 九州国立博物館 10 名 

12 月 2日 クリスマス子ども会、影絵上演とワークショップ 12：00 下大利公民館 119 名 

12 月 18日 子どもフェスタ合同説明会 11：00 九州国立博物館 14 名 

1 月 10日 愛する会・九博職員合同新年会 18：30 五条おおばけこばけ 26 名 

1 月 16日 アクト 42 号発行 13：00 松山勝利氏宅 600 部 

1 月 23日 九博子どもフェスタ準備会 13：00 いきいき情報センター 25 名 

2 月 13日 子どもフェスタ練習（影絵・ワークショップ） 13：30 大町公民館・いきいき情報 27 名 

2 月 24日 子どもフェスタ前日会場準備 14：00 大町公民館・いきいき情報 25 名 

2 月 25日 第 10回九博子どもフェスタ 9：00 九州国立博物館 33 名 

3 月 22日 太宰府市・九電・九電工・地区自治会合同清掃 9：00 国博通り・周辺道路街路灯 60 名 

3 月 23日 きゅーはく突撃取材 10：30 九博警備係 6 名 

3 月 23日 つくし郷土かるた大会会場設営 17：00 とびうめアリーナ 30 名 

3 月 24日 第 3回つくし郷土かるた大会 9：00 とびうめアリーナ 230 名 

※ この外、会議・準備作業等多数ありますが、紙面が制限されますので割愛しております。 
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さる 6月 30日、早朝というか深夜より雷雨という天候、雷の轟により何度目が覚めたことか…。

よりによってこんな日に「愛する会」の総会当日、果たして

定足数は集まるのだろうか？1 時間前に集合とのこと

で、一抹の不安を抱えたまま九博に着くやいなや、さ

らなる衝撃が！なんと駐車場が満車で長蛇の列…！

「そうか！今日は特別展開催中！しかも土曜日だっ

た！」。出席予定の会員からも「今、駐車場に入庫待ち

なので…」という電話が続々と入り、定時開催では定足数

割れの可能性が…。されど川添理事長の日頃の行いが良い為 

か、開催予定時間を五分ほど遅延して、定足数を満たして開会することができたのです。スタッ

フ一同安堵感を覚えつつ、伊藤副館長、小川副館長に来賓としてご出席を頂き、また原田義昭衆 

議院議員、そして楠田大蔵新太宰府市長にも、暖かくも力強い来

賓挨拶を頂いての開会でした。特に楠田市長からは「私が落選中の

愛する会一般会員の折には、会費を遅延した事もあり…」という、

その場をほのぼのと和やかに笑いを取った、親近感あるご挨拶で

した。その後スムーズな運営で事業報告、そして事業計画も無事

審議可決を頂き、終了することができました。但し、会員拡大とい

う課題が大きく明確になった総会でもありました。そしてその後、九博

の展示課で主任研究員の一瀬智（いちのせとも）氏による「幕末と太宰府」という講演会が始ま

りました。 

内容については紙面の関係上、多くは触れませんが、結論から言って「私達のふるさと筑紫地区

は、五卿を始めとする維新の立役者達と、こんなにも縁深い所だったのか！」と今まで知られざ

る幕末維新という歴史の足跡を実感できた、そして未来にも新しいロマンを感じ取れる、貴重な

講演会となりました。（本年は明治維新 150 年という節目にも当たり、太宰府天満宮の宝物殿で

は今年の 11 月まで同タイトルでの展示も開催中です。まだご覧になっていない方は、この機会

に是非御覧ください！）最後に恥ずかしながら「福岡という地は、維新や幕末にはあまり寄与で

きていなかった？」と今まで勝手に思い込んでおりました。

…が、しかし！今回の講演会により、五卿とこの地の人

達との三年間という様々な交流があって、そして西郷隆

盛を始めとした志士たちが、ここ九博を抱く太宰府の地

に降り立ち、ここから幕末と明治の構築に奔走されたと

いう史実に、今まで 

以上に、ふるさ

との誇りと感

謝を感じる講演会となりました。これからもこの

地の誇りを会員の皆様とともに、更に学び深めて

生きたいと思っております。九博を愛する会の運

営に、今後も変わらぬご理解とご協力をお願い申し

上げ、ご報告とさせていただきます。 

一瀬智 氏 
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《総務委員会》 

5/30 特別観覧例会 

ミュージアムホール満席の参加者を迎えて、臺信特別研究員からビュールレ・コレクション展 

の概要解説を頂きました。その後特別展に向かわれる参加者の皆様の長蛇の列が印象的でした。 

《ピッカ美化隊》 

5/18 花壇・フラワーポットのビオラ撤去と肥料の補填をしました。参加者 6 名という若干少な

い人員でしたが、天候にも恵まれ恙なく終了しました。 

6/15 ポーチュラカの植え付け作業をしました。太宰府駅構内で 10：30 に集合したあと、九博

南駐車場傍の階段花壇の下まで、清掃活動をしました。菓子や弁当の包装物やたばこの吸い殻が

やや目立っていました。先月ビオラを撤去した後の土は落ち着い

ており、当日は階段花壇とグリーンハウス前広場のフラワーポ

ットにポーチュラカを植え付けました。緑の風が心地よい、総

勢 14 名の参加でした。 

＊各委員会直近活動（～10/15 以前）の告知・ 

《事業委員会》 

7/22 小郡市における影絵の出張公演について 

日時 平成 30 年 7 月 22 日(日）11 時～13 時（２回に分けて実施） 

場所 小郡市生涯学習センター（電話 0942－72－2111） 

小郡市では、生涯学習センター２５周年記念事業の一環として LET’ｓ G０！アンビフェスタ 

2018 が開催されます。愛する会はこのフェスタ体験コーナーのひとつとして影絵を実施するこ

とになりました。子どもを対象にしたこの日のフェスタでは、2016 年宇宙ステーションで長期

滞在した大西卓哉飛行士の講演会なども予定されております。少し足を延ばして見ませんか！ 

9/25 太宰府古都の光の点灯式が九州国立博物館で 18 時から執り行われます。九博を愛する会

は「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世界文化遺産登録を祝って大型オブジェを作

成。また当日太宰府天満宮の千灯明に合わせて影絵「天神さまともろ尼御前」を公演致します。

製作メンバーを募っています。奮ってご参加ください。松岡（090-9490-1741） 

《事務局だより》 

「総会も終了し、ホッとしています。梅雨もそろそろ終わると思うといっそう夏空への思いが強

くなるけど・・また、うだるような暑さの中・・。ええっい弱音を吐いてもしかたんなかー。 

会費の集計等を始めました。皆さまー、お問い合わせは下記事務局 渡辺です。どうぞよろし 

くお願いいたします。はーい、バックオーライ。 

※NPO 法人 九州国立博物館を愛する会  〒818-0110 福岡県太宰府市御笠 5-3-1 

事務局 Tel&Fax 092-408-3062 （月・水・金 13：00～16：00） 

《お知らせ》 

事業委員会の永吉博義さん（85 歳）が「筑豊炭鉱と人々の暮らし」と題し、あの時代・・の

写真展を開催します。明治維新から第二次世界大戦後の 1970 年前半、日本産業復興の原動力と

なった石炭の産地、遠賀川流域。筑豊は皆さんの生活にどのように関わってきたのか、半世紀以

前の日常に思いを馳せてご高覧下さい。永吉さんのトークショーは 9 月 24 日最終日、17 時か

ら。なお 9 月 24 日当日は「筑紫野市観月会のフィナーレを飾る「打ち上げ花火」も楽しめます。 

会期：9 月 15 日（土）～9 月 24 日（月祝）11 時～17 時  

会場：筑紫野市武蔵 1-3-5『ぶくら』 092-924-2222 駐車場 15 台程度・入場（無料） 

[各委員会の欄] 
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梅雨はしばしのお休み、最高気温が30度を超える真夏日、されど花や緑が溢れ、水面を渡る風

が心地よい・・・今回は素晴らしい環境にめぐまれた、石橋文化センター内の旧石橋美術館、現在久留

米市に運営が移管された「久留米市美術館」を訪ねました。土曜日の午後、ご多忙にもかかわらず、学

芸員の泉田佳代様にお世話を頂きました。 

       当日は「岸田劉生・椿貞雄」の特別展が開催中でした。泉田様の丁寧なお心配りで、 

石橋文化センターに移築された坂本繁二郎の旧アトリエや坂本自身について20分

程ボランティアの細川様と坂井様に解説を頂いたあと、本館では岸田や椿の作品や

周辺事情についてもボランティアの松隈様や西牟田様からそれぞれ解説頂きまし 

た。岸田劉生についてはたしか、中学の教科書に掲載されていた「童女図・麗子立像」が有名で皆さん

も一度は目にされた事でしょう。椿は私が不勉強で今回初めてその存在を知りました。岸田の弟子でそ

の初期作品は岸田の影響が色濃く残り、独自性が余り無いような・・しかし岸田の死後そして直後の欧

州遊学後、岸田の呪縛？から解放されたのか独自の画風が確立されてゆく。その推移が私には感じら

れました。また作家の藤沢周平と同じ米沢出身が関係しているのか、（考え過ぎ・・）何か作品に共通す

るものがある様に私は思いました。 

 久留米市美術館の前身、石橋美術館は1956年地元久留米市出身の実業家 

石橋正二郎氏が設立・寄贈され60年後の2016年に久留米市に運営が移管され 

改装、そして収蔵作品の入れ替え等を経て再スタートしました。 

 ＜とき・ひと・美を結ぶ美術館＞をモットーに久留米市の文化芸術の発信・創造の拠点として発展して

いくように、という願いが込められているとの事です。より地域に密着した美術館を目指そうというのが基

本的なコンセプトだと思いました。なお、美術館の運営形態が変わることにより、収蔵品はすべて石橋財

団に戻り、ゼロからのスタートになりましたが、逆に自主企画のバラエティに富んだ展覧会が増え、市民

の方には好評のようです。ただし、5名の学芸員で年6回の特別展に対応されておられ忙しい様子が、

目に見える様でした。美術館のイベントとして美術講座・ミュージアムコンサート・ギャラリートークそして

主にお子様対象にワークショップも実施されています。次にボランティア活動については、当館では現

在36名が登録され主に以下の活動をされています。① 展示室での作品解説                              

② イベントサポート（展覧会関連イベント会場設営、ワークショ                         

ップのサポート等々） ③ 美術情報収集・整理。 

なお、久留米市美術館では夏季特別展として『名画が奏でる                         

8つのフーガ』と題し、東京のブリヂストン美術館コレクション展                         

が7月14日から始まりました。セザンヌ・ルノワール・坂本繁二郎                                

青木繁等名画が一堂に会します。                              

九博の「至上の印象派展」に続い 

てルノワールのおしゃまで品の好 

い少女、「すわるジョルジェット・ 

シャルパンティエ嬢」を是非ご覧 

ください。 

 

《広報委員会 松山勝利》 
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5 月から開催されていた特別展「至上の印象派展 ビュールレ・コレクション」は、連日大盛況で多くの方々

に楽しんでいただいたようです。次の特別展は「明治１５０年記念 オークラコレクション」、期間は 平成３０年

１０月 2日（火）～１２月 9 日（日）です。日本の近代化に貢献した大実業家大倉喜八郎、その長男でホテル・

オークラ創業者の喜七郎両氏が収集した東洋・日本の古美術や横山大観など近代日本画家の作品など国

宝や重要文化財を含めて素晴らしい作品が公開されます。これにつきましては１０月発行予定の「アクト４5

月号」にて担当研究員の方にご紹介していただきます。これもどうぞご期待ください。 

  ところで今夏は４階の文化交流展示室の「特集展示」が素晴らしい！です。しかも３つの特集展示が同じ

時期に公開されます。暑い夏は涼しく快適な文化交流展示室で特集展示をお楽しみください。

 

特集展示 京都・仁和寺
に ん な じ

観音堂
か ん の ん ど う

 千手観音像とその仲間たち 

会期：平成 30年 7 月 3 日（火） 9 月 2日（日） 

 展示場所：文化交流展示室 第 11 室   

 

京都洛西に大伽藍をかまえる仁和寺は 1130 年の歴史を誇る京都有数の名 

 刹です。このたび観音堂（重要文化財）の修理事業が完了することを記念し、 

本尊千手観音像をはじめとする脇侍・眷属像 33軀を一堂に展示し、一般には  

公開されていない聖なる空間を再現します。 

 

特集展示 国宝 銅鐸
ど う た く

絵画 

会期：平成 30 年 7 月 10 日（火） 9 月 2日（日） 

展示場所：文化交流展示室 第 1 室 

 

国宝桜ヶ丘銅鐸 14 点・銅戈 7点全てを紹介します。中でも 4・5 号銅鐸は人 

物や生き物を描いた「絵画銅鐸」として特に有名です。その兄弟銅鐸とされる 

国宝伝香川銅鐸を含め、中学校の教科書に必ず登場する「絵画銅鐸」3 点全 

てが九州で初めて一堂に会します。 

 

特集展示 全国高等学校考古名品展 2018 

 

会期：平成 30年 7 月 21 日（土） 9 月 9日（日） 

 展示場所：文化交流展示室 第 3室 

 

遺跡から出土する土器や石器。これら考古資料は博物館だけにあるのでは 

ありません。高等学校に保管されているものもあるのです。各地の高等学校保 

管考古資料の名品とともに高校生の考古学研究活動をご紹介します。 

 

※九博のホーム・ぺージより抜粋しています。詳しくはそちらをご検索ください。 
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リレー随想      

               ごあいさつ 

 

福岡県アジア文化交流センター所長  

九州国立博物館副館長 小川諭吉 

 

「九州国立博物館を愛する会」の皆様には、平素から               

九州国立博物館を応援いただきありがとうございます。 

４月２日付で、当館の副館長（兼）アジア文化交流センターの所長として着任し 

ました小川です。前職は、福岡県東京事務所長でした。 

もともと歴史好きで、歴史小説などよく読みますし、子どもの頃は城マニアで、 

城の一部の写真を見ただけで○○城と言い当てることができました。しかしながら、

博物館にはあまり行ったことがなく、県庁でも、いろいろな部署をまわりましたが、

文化の香るところとは無縁の世界ばかりで、博物館の運営に携わることになるとは 

思いもよらぬことでした。 

館長からは、素人の感覚が大事、改善の意見をと言われますが、残念ながら、そう 

容易くは有意義な意見に思いが至りそうにありません。 

ご存知のように現在、九博では特別展「至上の印象派展」を開催していますが、もの

の本によると「印象派」という名の由来は、当時モネの絵を見た新聞記者が「印象 

に残るほど下手な絵」と言ったことによるそうです。 

同時期の有名な画家アンリ・ルソーの場合、展覧会での彼の作品の前には、いつも人

だかりができていたそうです。それは、観客が皆な彼の絵を指差して「素人みたい 

な絵だ」「下手くそな絵だ」と大笑いするためだそうです。 

真偽のほどは別として、変革の歴史には、このように「素人」や「下手」といわれて 

いた者が関わった例は多々あります。 

もちろん私には、何かことを起こそうなどという大それた気持ちも能力もなく 

無縁のことではありますが、古文に「巧詐は拙誠に如かず」とあるように、拙いけど 

誠実に職務に励み、皆様に一層愛される博物館となるよう努めてまいりますので、 

温かく見守ってください。よろしくお願いします。 

                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《編集後記》 

皆様、今号の誌面をご覧になって何か気が付かれた事はありませんか・・・ 

実はアクト創刊以来、紙面編集に貢献された M・I 様が都合により、前号（41 号）

で広報委員をリタイヤされました。ということで今号から残されたスタッフによ

り、新しいスタートを切りました。何かお気づきの点あるいは要望等ありました

ら、どしどしお申し付け下さい。今後とも編集スタッフ一同、頑張ってまいりま

すので、よろしくお願いいたします。（松山.） 


